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て確認したい。図 、図 は、各国の競争力のうち のポイントを高い順に並べた
ものである。それによれば、 位スイス（ ポイント）、 位フィンランド（ ポイント）、



























































を 、 たいてい取り組んでいる を 、 ときどき取り組でいる を 、 あまり取
り組んでいない を 、 全く取り組んでいない を と数値化し、平均値を算出し
た。
それによれば、 ポイント以下の項目では 自分の判断により仕事で使う新しいパソコン
ソフトをインストールすること （ ポイント）、 着任以前からの課題に対し新しい解決
方法を考えること （ ポイント）とあるように、個々で進めるようなイノベーションの
事項でポイントが低くなっている。一方、 課題に対し直接関係のある人と話し合いをする
こと （ ポイント）、 同僚の仕事において工夫すべきことがあれば、積極的に考えてあ








学びたいですか への回答についてまとめたものである。指標には、 とても学びたい を
、 まあ学びたい を 、 あまり学びたくない を 、 全く学びたくない を
と数値化し、平均値を算出した。
それによれば、 アイデアに対し周囲からの賛同を得られるようにすること が ポイ
ント、 アイデアを教科や分掌の会議などで紹介すること が ポイントと ポイント前
後になっているが、 ポイントを超える項目もある（ アイデアを行動に移すこと











のである。指標には、 とても合っている を 、 まあ合っている を 、 どちらと




式（グループディスカッションや実践的な活動中心の研修） では ポイント、 ゼミナー
ル形式（ディスカッションを含む専門講師による短時間の講義） では ポイントとなっ






表 は、 昨年度、あなたはどのような自主的な学びを行いましたか への回答をまとめた
ものである。それによれば、 教育にかかわる新しい知識について調べたり学んだ （
）、 教育にかかわる新しい取り組みについて調べたり学んだ （ ）のように、教育に
かかわる先進的な情報収集を目的に自主研修を行っているようである。また、 チームワー

















したものである。これによれば、 教育が足らない と回答する割合が減少する一方で、 必









か。日本の調査結果（図 ）によれば、 必要以上に教育を受けている と感じる教師の割合
は にすぎず、 教育が足りない という項目においても、その割合は と小さくなってい














は教師の が 非常に奨励している と感じているのに対し、カナダではそのほぼ半数にあたる しか
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